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審議事項 3．次期会⾧選挙の実施方法について 

 

■次期会⾧選挙の実施に向けた大まかなスケジュール 

2025 年 5 月 役員会・総会で選挙のアナウンス、役員会から推薦する 3 名の候補者の選出 

     ↓ 選挙実施の準備 

2025 年 10 月 選挙の実施 

     ↓     

2025 年 11 月 開票・選挙結果の報告 

     ↓ 

2026 年 5 月 総会での選挙結果の承認、選挙結果を受けた新体制の発足 

 

■実施方法の具体案 

 地区会⾧選挙は本会の会⾧・代議員選挙と同時にオンラインで行う 

 選挙権は全正会員にあり、被選挙権は正会員（一般）のみ。会⾧候補者は選挙によって

選出され、総会において決定される。候補者は辞退する権利を持つ。 

 選挙の投票画面においては役員会から 3 名程度の候補者を示す。しかし、これらの候

補者以外に投票することも可能である。 

 会⾧候補者の得票数が同数の場合、地区会会員歴の⾧いものが上位となる。 

 

地区会⾧選出選挙詳細 

投票方式 

・選挙人の要件を満たした正会員は、被選挙人に投票する(白票可) 

 

被選挙人要件 

・投票 2 か月前にあたる 8/1(金)時点で、下記の二つの条件を全て満たす方 

1.中国・四国地区を「連絡先住所」（＝郵送物発送先住所）としている正会員（一般）の方 

2.会費を 1 年分以上完納した方 

 

選挙人要件 

・投票 2 か月前にあたる 8/1(金)時点で、下記の二つの条件を全て満たす方 

1.中国・四国地区を「連絡先住所」（＝郵送物発送先住所）としている正会員（一般・学生）

の方 

2.会費を 1 年分以上完納した方 

 

■選挙管理委員会 

保坂哲朗（委員⾧、広島大学）、久野真純（広島大学）、駒田夏生（開票立会人、広島大学） 


